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第
三
回
定
例
会

第
三
回
村
議
会
定
例
会
が
九
月
一
三

日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
二
日
間
と
決

定
し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
大
雨

に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
前
線
の
停
滞

に
よ
る
大
気
の
不
安
定
な
影
響
に
よ

り
、
八
月
五
日
に
本
村
で
も
大
雨
警
報

が
発
令
さ
れ
、
断
続
的
に
激
し
い
雨
が

降
り
、
八
月
の
二
四
時
間
降
水
量
が
観

測
以
来
の
記
録
を
更
新
す
る
と
と
も

に
、
村
内
に
多
数
の
被
害
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
復
旧
工
事
は
緊
急
性
の
高

い
一
五
箇
所
を
優
先
し
て
発
注
し
、
河

川
・
林
道
は
現
行
予
算
の
中
で
対
応

し
、
村
道
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
専
決

処
分
で
対
応
し
た
旨
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。次

に
、
八
月
二
三
日
に
「
コ
ー
プ
さ

っ
ぽ
ろ
」
と
の
高
齢
者
等
の
地
域
見
守

り
活
動
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
に
努
め
て
参
る
旨
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
運

営
に
つ
い
て
、
酪
農
情
勢
が
大
変
厳
し

く
、
生
産
縮
小
や
離
農
と
い
っ
た
状
況

が
相
次
ぎ
、
糞
尿
が
計
画
通
り
集
ま
ら

ず
、
余
剰
ガ
ス
の
発
生
も
無
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
村
内
で
の
原
料
調
達
を
は

じ
め
、
一
部
村
外
か
ら
の
糞
尿
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
補
助
的
及
び
一
時
的
な

受
け
入
れ
は
問
題
な
い
と
関
係
省
庁
等

の
見
解
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
余
剰
熱

有
効
活
用
事
業
の
ハ
ウ
ス
建
設
工
事
は

予
定
通
り
進
め
る
旨
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
回
村
議
会
定
例
会
（
六
月
八

日
）
以
降
の
工
事
等
発
注
状
況
（
工
事

金
額
が
議
決
要
件
に
満
た
な
い
も
の
）

に
つ
い
て
、
別
表
一
の
と
お
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

二
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
五
年
六
月
一
日
か
ら
八
月
末
ま

で
の
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
振
興
事
業
基
金
に
洞
平
勝
男
氏

よ
り
三
万
円
、
熊
谷
か
ね
江
氏
よ
り
三

〇
万
円
、
大
野
由
利
子
氏
よ
り
三
〇
万

円
の
寄
附
が
あ
り
、
そ
の
他
に
、
木
夢

基
金
へ
一
件
一
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
に
二
二
件
九
六
万
円
の
総
額
一
六

〇
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
旨
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

三
．
令
和
五
年
度
村
表
彰
者
の
決
定
に

つ
い
て

西
興
部
村
褒
賞
条
例
に
基
づ
く
本
年

度
の
表
彰
者
と
し
て
、
去
る
九
月
一
日

開
催
の
表
彰
審
査
委
員
会
に
諮
問
の
結

果
、
別
表
二
の
と
お
り
決
定
し
た
旨
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
通
信

別表一　工事請負契約の締結について
入　札　等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R5.6.15 上 興 部 第 ２ 団 地 公 営 住 宅
長 寿 命 化 改 善 工 事 美田建設工業㈱ R5.6.15 R5.8.15 4,840,000 4,994,000

R5.6.15 検 満 メ ー タ ー 取 替 工 事 ㈱ マ ル コ ウ R5.6.15 R5.10.31 2,409,000 2,508,000

R5.6.15 西 興 部 忍 路 子 線
道 路 測 量 設 計 委 託 業 務

太 平 洋 総 合
コンサルタント㈱ R5.6.15 R5.10.10 5,093,000 5,478,000

R5.6.15 布 登 呂 道 路 流 末 排 水 路
測 量 設 計 委 託 業 務

大起コンサル
タ ン ト ㈱ R5.6.15 R5.10.10 2,332,000 2,464,000

R5.6.15 終 末 処 理 場 電 気 室 増 設 工 事 美田建設工業㈱ R5.6.19 R6.1.31 43,120,000 43,791,000

R5.6.15 橋 梁 長 寿 命 化 補 修 工 事
（ 森 合 橋 ・ い こ い の 森 公 園 橋 ） ㈱ 大 西 組 R5.6.20 R5.10.31 29,964,000 30,547,000

R5.6.15 村 道 流 末 排 水 路 整 備 工 事 ㈱ 郡 土 木 R5.6.19 R5.11.30 27,060,000 27,654,000
R5.6.27 森林公園バッテリーカー遊具購入 札幌佐藤産業 R5.6.27 R5.12.20 4,026,000 4,158,000
R5.6.27 防 犯 灯 更 新 工 事 島田電気商会 R5.6.27 R5.9.29 1,210,000 1,265,000
R5.6.27 活性化センターリム煤煙濃度計取替工事 天 内 工 業 ㈱ R5.6.27 R5.9.8 979,000 1,012,000
R5.7.21 浄 水 場 内 機 器 点 検 委 託 業 務 新栄クリイト㈱ R5.7.21 R5.11.30 1,595,000 1,672,000
R5.7.21 浄 水 場 膜 ろ 過 装 置 洗 浄 委 託 業 務 新栄クリイト㈱ R5.7.21 R5.11.30 1,364,000 1,441,000
R5.7.21 浄 水 場 浄 水 池 水 位 計 更 新 工 事 新栄クリイト㈱ R5.7.21 R5.11.30 1,441,000 1,408,000
R5.7.21 合 併 浄 化 槽 設 置 工 事 菅原設備工業㈱ R5.7.21 R5.11.30 2,160,000 2,376,000

R5.8.4 七江橋マンホールポンプ分解整備工事 ㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R5.8.4 R6.1.31 1,540,000 1,560,790

R5.8.22 令 和 ５ 年 度 来 訪 者 促 進
イ ベ ン ト ・ Ｐ Ｒ 業 務

㈱北海道新聞
北 見 支 社 R5.8.22 R6.1.18 3,762,000 3,773,000

R5.9.1 ハ ウ ス 造 成 地 防 雪 柵 設 置 工 事 美田建設工業㈱ R5.9.6 R6.1.31 20,130,000 20,636,000
　
別表二　令和５年度村表彰者一覧表
表彰の
種　類

被　表　彰　者 表　彰　の　事　由住　所 氏　　名

勤続表彰 上興部 島　田　智　仁 消防団員を20年以上勤続されました。

勤続表彰 西興部 山　崎　　　哲 消防団員を20年以上勤続されました。

奨励表彰 西興部
表千家・西興部村
茶道サークル

多年にわたり、茶道教室を開催し、むら興しまつり、文化の日及び成人式
等のお茶会を通して、本村の茶道文化の普及、奨励に尽力されました。
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四
．
諸
要
望
に
つ
い
て

去
る
六
月
二
九
日
及
び
三
〇
日
、
西

紋
別
地
区
総
合
開
発
期
成
会
及
び
高
規

格
道
路
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
早
期
建

設
促
進
期
成
会
に
お
い
て
、
北
海
道

庁
、
北
海
道
議
会
、
森
林
管
理
局
及
び

北
海
道
開
発
局
に
対
し
て
、
次
の
事
項

を
要
望
し
ま
し
た
。

【
西
紋
別
地
区
総
合
開
発
期
成
会
要
望

事
項
】

①
国
道
二
三
九
号
線
天
北
峠
の
視
距
改

良
工
事
の
整
備
促
進

②
主
要
道
道
遠
軽
雄
武
線（
上
藻
地
区
）

の
整
備
促
進

③
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
（
草

地
整
備
型
）
の
新
規
要
望
地
区
の
採

択
④
道
営
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業

（
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）の
計
画
的

な
推
進

⑤
中
藻
興
部
・
興
部
線
の
携
帯
電
話
不

感
地
帯
に
お
け
る
緊
急
通
報
体
制
の

整
備�

ほ
か

【
高
規
格
道
路
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道

早
期
建
設
促
進
期
成
会
要
望
事
項
】

・
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
の
事
業
推
進

〔�「
遠
軽
～
上
湧
別
道
路
」
の
早
期
工

事
着
手
、「
上
湧
別
～
紋
別
」
間
の

調
査
促
進
〕�

ほ
か

�

（
村
長
・
議
長
出
席
）

去
る
七
月
六
日
及
び
七
日
、
西
紋
別

地
区
総
合
開
発
期
成
会
及
び
高
規
格
道

路
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
早
期
建
設
促

進
期
成
会
に
お
い
て
、
各
関
係
省
庁
並

び
に
道
内
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し

て
、
次
の
事
項
を
要
望
し
ま
し
た
。

【
西
紋
別
地
区
総
合
開
発
期
成
会
要
望

事
項
】

①
国
道
二
三
九
号
線
天
北
峠
の
視
距
改

良
工
事
の
整
備
促
進

②
主
要
道
道
遠
軽
雄
武
線（
上
藻
地
区
）

の
整
備
促
進

③
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
（
草

地
整
備
型
）
の
新
規
要
望
地
区
の
採

択
④
道
営
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業

（
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）の
計
画
的

な
推
進

⑤
中
藻
興
部
・
興
部
線
の
携
帯
電
話
不

感
地
帯
に
お
け
る
緊
急
通
報
体
制
の

整
備�

ほ
か

【
高
規
格
道
路
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道

早
期
建
設
促
進
期
成
会
要
望
事
項
】

・
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
の
事
業
推
進

〔�「
遠
軽
～
上
湧
別
道
路
」
の
早
期
工

事
着
手
、「
上
湧
別
～
紋
別
」
間
の

調
査
促
進
〕�

ほ
か

�

（
村
長
・
議
長
出
席
）

去
る
七
月
三
一
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

活
性
化
期
成
会
に
お
い
て
、
国
土
交
通

省
北
海
道
開
発
局
に
対
し
て
、
管
内
の

懸
案
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

�

（
村
長
出
席
）

去
る
八
月
三
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活

性
化
期
成
会
に
お
い
て
、
各
関
係
省
庁

並
び
に
道
内
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し

て
、
管
内
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。

�

（
村
長
・
副
議
長
出
席
）

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
専
決
し
た
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

一
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て対
象
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
た
保
険

料
を
還
付
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て

承
認
し
ま
し
た
。�

（
第
一
号
）

補
正
額�

三
九
千
円

総　

額�

二
一
、
七
〇
九
千
円

二
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て�

（
第
六
号
）

補
正
額�

一
、
五
六
一
千
円

総　

額�

二
、
九
八
八
、
七
七
八
千
円

三
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

�

　
（
第
二
号
）

補
正
額�
一
、
五
六
一
千
円

総　

額�

一
四
七
、
八
二
六
千
円

七
江
橋
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
故
障

に
よ
り
、
分
解
整
備
の
た
め
の
費
用
に

つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

四
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

八
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
の
大

雨
に
よ
り
村
道
の
路
面
洗
掘
や
側
溝
が

埋
塞
し
、
復
旧
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

承
認
し
ま
し
た
。�

（
第
七
号
）

補
正
額�

二
、
〇
〇
〇
千
円

総　

額�

二
、
九
九
〇
、
七
七
八
千
円

五
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

水
道
ト
ラ
ッ
ク
の
ク
ラ
ッ
チ
が
摩
耗

に
よ
り
故
障
し
た
た
め
、
修
理
費
用
に

つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。�　
（
第
二
号
）

補
正
額�

一
〇
一
千
円

総　

額�

七
九
、
九
五
二
千
円

六
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

診
療
所
医
師
住
宅
の
水
抜
栓
の
漏
水

修
理
費
用
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

�

（
第
八
号
）

補
正
額�

一
二
〇
千
円

総　

額�

二
、
九
九
〇
、
八
九
八
千
円

■
西
興
部
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

現
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

議
会
に
お
い
て
選
挙
し
た
結
果
、
次
の

方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

�

宮
原
日
出
夫
氏
・
谷
口
和
美
氏

�

島　
　

洋
子
氏
・
田
先
久
美
氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

�

日
下　

忠
之
氏
・
伊
藤
浩
之
氏

�

松
浦　

史
生
氏
・
田
尾　

司
氏

■
西
興
部
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て

現
委
員
の
中
山
豊
氏
が
九
月
三
〇
日

で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

■
西
興
部
村
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

現
委
員
が
、
九
月
二
六
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
佐
久
間
純

一
氏
、
吉
水
一
男
氏
、
木
原
利
幸
氏

（
企
画
総
務
課
長
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

現
委
員
の
橋
場
義
昭
氏
が
九
月
三
〇

日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続

き
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
及
び

五
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
一
般
会
計
及
び
五
つ
の

特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
は

じ
め
に
村
長
、
副
村
長
、
企
画
総
務
課

長
か
ら
決
算
説
明
が
行
わ
れ
、
引
き
続

き
桜
井
代
表
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審

査
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
各
会
計
毎

に
質
疑
を
行
い
、
一
般
会
計
及
び
五
特

別
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

■
令
和
四
年
度
健
全
化
判
断
比
率
等
の

報
告
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
報
告
さ
れ
、
西
興
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部
村
の
財
政
が
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ

い
て

後
志
広
域
連
合
の
加
入
に
伴
い
、
規

約
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
農
業
研
修
住
宅
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

字
東
興
二
九
六
番
地
二
に
所
在
す
る

旧
村
営
住
宅
一
号
及
び
二
号
を
農
業
研

修
住
宅
と
し
、
管
理
等
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
農
業
研

修
住
宅
）

西
興
部
村
が
管
理
す
る
「
農
業
研
修

住
宅
」
を
西
興
部
村
担
い
手
育
成
研
究

会
に
管
理
さ
せ
る
た
め
、
指
定
管
理
者

に
指
定
し
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

［
契
約
の
目
的
］

　

�

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
余
剰
熱
利
用

ハ
ウ
ス
建
設
工
事

［
契
約
の
方
法
］

　

指
名
競
争
入
札
方
式
に
よ
る
落
札

［
契
約
の
金
額
］

　

五
四
、
三
四
〇
、
〇
〇
〇
円

［
契
約
の
相
手
側
］

　

西
興
部
村
字
西
興
部
四
三
番
地

　

美
田
建
設
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

美
田　

大
輔

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
令
和
五
年
秋

冬
接
種
を
は
じ
め
、
配
合
飼
料
価
格
高

騰
対
策
等
緊
急
特
別
支
援
事
業
、
新
規

就
農
の
経
営
承
継
に
伴
う
北
海
道
経
営

発
展
支
援
事
業
の
追
加
に
よ
る
増
額
や

村
道
流
末
排
水
路
整
備
工
事
の
予
定
外

の
費
用
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
村
議

会
議
員
選
挙
費
等
の
事
業
費
の
確
定
及

び
国
の
予
算
減
に
よ
る
事
業
見
送
り
等

に
伴
う
不
用
額
を
減
額
し
ま
し
た
。

�

（
第
九
号
）

補
正
額�

三
三
、
三
三
三
千
円

総　

額�

三
、
〇
二
四
、
二
三
一
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ

い
て

新
型
コ
ロ
ナ
で
収
入
減
少
に
対
す
る

疾
病
手
当
の
支
援
終
了
に
よ
る
減
額
や

特
定
健
診
等
負
担
金
の
返
還
金
を
増
額

し
ま
し
た
。�

（
第
一
号
）

補
正
額�

▲
七
四
九
千
円

総　

額�

一
〇
〇
、
三
五
一
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い

て令
和
四
年
度
の
決
算
確
定
に
よ
り
繰

越
金
を
減
額
し
、
財
源
調
整
し
ま
し
た
。

�

（
第
二
号
）

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

介
護
給
付
費
負
担
金
返
還
金
や
地
域

支
援
事
業
交
付
金
返
還
金
等
に
係
る
経

費
を
増
額
し
ま
し
た
。�

（
第
一
号
）

補
正
額�

四
、
二
七
六
千
円

総　

額�

一
二
〇
、
六
二
六
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
の
決
算
確
定
に
よ
り
繰

越
金
を
減
額
し
、
財
源
調
整
し
ま
し
た
。

�

（
第
三
号
）

■
西
興
部
村
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
員
か
ら
の
提
出
議
案
で
、
地
方
自

治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
議
員
が
当

該
地
方
公
共
団
体
と
限
度
額
の
範
囲
内

で
請
負
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
請
負
に
よ
っ
て
議
員
が
職

務
執
行
の
公
正
・
適
正
を
損
な
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
の
請
負
内
容
を
公
表
す
る
条
例
案

を
提
出
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。意

見
書

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資

す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

議
員
か
ら
の
提
出
で
、
意
見
書
案
を

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

提
出
者　

村
議
会
議
員　

河
田　
　

宙

賛
成
者　

村
議
会
議
員　

島
田　

博
輝

■
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整

備
等
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

議
員
か
ら
の
提
出
で
、
意
見
書
案
を

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

提
出
者　

村
議
会
議
員　

島
田　

博
輝

賛
成
者　

村
議
会
議
員　

大
友　

浩
芳

一
般
質
問

■
災
害
対
応
に
つ
い
て

�

（
質
問　

吉
水
一
男
議
員
）

災
害
対
応
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
し

ま
す
。

毎
年
台
風
に
よ
る
災
害
が
全
国
で
猛

威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
台

風
六
号
七
号
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
何
十
年
も
住
ん
で
い
る
が
今
ま
で

に
な
い
雨
、
風
で
あ
っ
た
と
。
テ
レ
ビ

の
画
面
に
は
河
川
の
氾
濫
、
道
路
の
崩

壊
、
電
柱
の
倒
壊
等
す
さ
ま
じ
く
恐
怖

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
も
こ
の
度
の
前
線
の
停
滞
に
よ

り
、
道
路
の
洗
堀
、
法
面
の
崩
壊
な
ど

の
被
害
が
あ
り
修
繕
を
し
て
い
く
と
の

報
告
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
村
は
雨
・
風
・
雪
な
ど
の
災
害
が

少
な
い
方
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
災

害
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
住
み
や
す

い
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
条
件
だ
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
過
去
に
は
住
宅
の
屋
根
の
鉄
板
が

飛
ん
だ
り
、
風
や
雪
の
影
響
で
停
電
が

発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
風
の
災
害
、
雪
の
災
害

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
時
期
を
迎
え
る
季

節
と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
は
立
ち

向
か
っ
て
は
い
け
な
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
の
で
、
通
り
過
ぎ
る
の
を
じ
っ
と
待

つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ど
う
や
っ
て
自
然
災
害
を

通
り
過
ぎ
る
の
を
待
つ
か
と
い
う
と
、

私
は
じ
っ
と
自
宅
で
過
ご
す
の
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。
冬
の
吹
雪
の
時
に
避

難
所
ま
で
移
動
す
る
こ
と
は
二
次
災
害

が
起
き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
り

ま
す
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
自
宅
で
過

ご
す
か
で
す
が
、
必
要
最
低
限
の
も
の

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
備
え
が
あ
れ
ば
安
心
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

私
は
災
害
発
生
時
の
必
要
最
低
限
の

も
の
を
自
宅
に
備
え
る
よ
う
住
民
皆
さ

ん
に
啓
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

只
今
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

吉
水
議
員
の
言
わ
れ
る
と
お
り
、
最

近
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
雨
や
暴
風
な
ど
に
よ
る
被
害
が
全
国

各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
記
録
的
な
豪

雨
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害

等
に
よ
り
、
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
住

家
へ
の
被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
損
壊

な
ど
、
生
活
全
般
に
甚
大
な
被
害
を
も
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た
ら
し
、
復
旧
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
は
、
幸
い
に
し
て
こ

れ
ま
で
大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
先
月
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
で
も
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
が
発

表
さ
れ
る
な
ど
、
い
つ
、
ど
こ
で
災
害

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

あ
り
、
最
新
の
気
象
状
況
を
注
視
し
、

必
要
に
応
じ
て
気
象
台
な
ど
関
係
機
関

と
情
報
交
換
を
行
い
、
災
害
に
備
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
避
難
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
避
難
の
対
象

者
は
危
険
な
場
所
に
い
る
人
で
あ
り
、

安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま
で
避
難
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
宅
が
安
全
な
場
所
で
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
す
の
で
、
全
戸
に
配
布
し
た
防

災
マ
ッ
プ
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、

自
宅
が
ど
の
よ
う
な
立
地
状
況
に
あ
る

の
か
ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。さ

て
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
「
災
害

発
生
時
の
必
要
最
低
限
の
も
の
を
自
宅

に
備
え
る
よ
う
啓
発
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

で
は
最
低
三
日
分
、
で
き
れ
ば
一
週
間

分
の
食
料
を
備
蓄
す
る
よ
う
呼
び
掛
け

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
開
催
し
た
防
災
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て
、
家
庭
に
お
け
る
備
蓄
に
つ

い
て
も
啓
発
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
家
庭
内

に
お
け
る
備
蓄
に
つ
い
て
啓
発
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
を

申
し
上
げ
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
対

す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

啓
発
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
災
害
が
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
？

ど
う
す
る
？
っ
て
煽
っ
て
る
、
村
民
の

方
を
煽
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
け
ど
も
、
や
は
り
僕
今
六
四
歳
で
す

け
ど
ね
、
昭
和
の
頃
っ
て
薪
ス
ト
ー
ブ

焚
い
て
た
り
、
石
炭
ス
ト
ー
ブ
焚
い
て

た
り
、
子
供
の
頃
で
停
電
に
な
っ
た

ら
、
ろ
う
そ
く
立
て
て
、
な
ん
か
い
い

感
じ
み
た
い
な
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
ん
で
す
け
ど
も
、
昭
和
の
そ
う
い
う

時
を
経
験
し
て
き
た
大
人
の
人
達
、
ま

あ
、
僕
の
親
世
代
で
す
け
ど
ね
、
結

構
、
停
電
な
ろ
う
が
、
何
あ
ろ
う
が
、

忍
耐
強
い
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
気
持

ち
が
強
い
ん
で
な
い
か
。

去
年
の
興
部
の
災
害
の
時
も
、
避
難

し
な
い
で
、
家
に
じ
っ
と
い
た
人
も
い

た
ら
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
ま
あ
、
幸
い

何
も
な
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
も
。

特
に
、
お
年
寄
り
の
方
々
に
で
す

ね
、
何
て
い
う
ん
で
し
ょ
う
、
丁
寧
に

最
低
限
の
も
の
を
用
意
し
よ
う
ね
っ
て

い
う
、
丁
寧
で
優
し
く
、
こ
う
説
明
し

て
い
た
だ
き
た
い
な
。
一
般
の
方
同
様

に
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
用
意
し
て
ね
っ

て
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
あ
見
回
り

も
職
員
の
方
に
は
お
手
数
か
け
ま
す
け

れ
ど
も
ね
。

そ
う
い
う
対
応
を
心
掛
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
答
弁
）

只
今
の
吉
水
議
員
の
再
質
問
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
災
害
に
対
す
る
で
す
ね
、

最
低
限
の
必
要
な
水
な
り
物
資
と
い
う

も
の
を
、
啓
蒙
し
て
い
き
た
い
と
は
思

っ
て
お
り
ま
す
が
、
只
今
申
し
て
る
と

お
り
、
一
律
的
に
で
す
ね
、
啓
蒙
し
て

も
、
や
は
り
高
齢
者
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
部
分

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
村
と

し
て
は
で
す
ね
、
当
然
こ
の
災
害
対
応

等
に
つ
い
て
は
、
よ
り
丁
寧
に
説
明
し

た
り
、
ま
た
高
齢
者
の
方
へ
の
巡
回
等

は
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
然
災
害
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
来
る
か
予
測
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
最

近
の
気
象
状
況
等
で
見
ま
す
と
、
先
ほ

ど
議
員
が
言
わ
れ
た
と
お
り
で
す
ね
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災

害
情
報
が
出
さ
れ
て
お
り
、
昨
日
の
で

す
ね
、
雷
と
大
雨
に
つ
き
ま
し
て
も
、

私
の
ち
ょ
っ
と
経
験
の
な
い
よ
う
な
天

候
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
最
近
非
常
に
多

い
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
や
は
り
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
で
す
ね
、
村

民
の
方
に
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で

す
ね
、
よ
り
丁
寧
に
、
よ
り
何
回
も
で

す
ね
、
や
る
こ
と
が
大
事
か
と
私
も
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
先
ほ
ど
申
し

上
げ
ま
し
た
け
ど
も
、
私
ど
も
で
は
、

幸
い
に
大
き
な
災
害
は
無
い
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
。
今
後
ど
ん

な
災
害
が
あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど

も
、
当
面
、
こ
れ
か
ら
の
台
風
の
時

期
、
ま
た
真
冬
の
で
す
ね
、
吹
雪
大
雪

に
よ
り
ま
す
停
電
に
よ
る
災
害
が
一
番

身
近
な
災
害
か
と
思
い
ま
す
が
、
や
は

り
停
電
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
停
電
に
つ
い
て
は
で
す

ね
、
想
定
外
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い

た
だ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
常
に
起

こ
り
得
る
と
、
日
常
的
に
、
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
啓
蒙
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
停
電
に
関
し
ま
し
て
は

で
す
ね
、
復
旧
が
普
通
で
あ
れ
ば
一

日
、
若
し
く
は
、
な
ん
ぼ
前
回
の
、
い

わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
と
き
も
で

す
ね
、
二
日
位
で
復
旧
し
て
ま
す
の

で
、
そ
の
間
、
役
場
の
職
員
が
で
す

ね
、
特
に
要
支
援
者
に
つ
い
て
は
で
す

ね
、
巡
回
し
て
色
々
助
言
な
り
色
々
声

を
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
最
低
で
も
で
す
ね
、
水
ま
た
非
常

食
で
す
ね
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
三
日
位

用
意
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
夜
に
な
る
と
真
っ
暗
に

な
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
ト
の
備
蓄
や
、

ま
た
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
も
あ
れ
ば
良
い

か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
お
年
寄
り
の
方

に
つ
き
ま
し
て
は
で
す
ね
、
普
段
使
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
危
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
そ
の
辺
も
考

慮
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き

た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
で
す

ね
、
災
害
に
備
え
て
で
す
ね
、
水
や
非

常
食
等
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災

害
の
為
に
だ
け
備
え
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
日
常
か
ら
で
す
ね
、
備
え
て

お
い
て
、
そ
れ
を
食
べ
る
、
ま
た
少
な

く
な
れ
ば
買
い
足
す
と
い
っ
た
こ
と

で
、
通
常
時
か
ら
で
す
ね
、
サ
イ
ク
ル

的
に
備
蓄
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
村
民
に
は
十
分
説
明

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
こ
れ
か
ら
防
災
セ
ミ
ナ
ー

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
段

階
で
は
、
い
つ
も
以
上
の
で
す
ね
、
丁

寧
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等
の
啓

蒙
に
合
わ
せ
て
で
す
ね
、
高
齢
者
等
に

は
巡
回
等
も
含
め
て
で
す
ね
、
十
分
説

明
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
答
弁
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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■
行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す

【
日
時
】�

10
月
18
日
㈬

　
　
　

�

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
開
設
場
所
】 

公
民
館
会
議
室

【
相 

談
員
】
行
政
相
談
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
民
生
委
員
に
よ
る
相
談
会

【
相
談
内
容
】

　

道
路
や
河
川
の
整
備
、
年
金
や
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、
環
境
衛
生
な
ど
行
政
に
関

し
て
の
困
り
ご
と
や
要
望
・
意
見
を
は

じ
め
、
家
庭
問
題
、
い
じ
め
・
体
罰
、

土
地
・
建
物
の
貸
借
、
金
銭
貸
借
、
近

隣
関
係
の
い
ざ
こ
ざ
等
、
身
近
な
法
律

問
題
や
人
権
問
題
等
な
ん
で
も
結
構
で

す
。

　

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
送
さ
れ
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
対
象
者
宛
に
発
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
５

年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）

の
国
民
年
金
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
場

合
は
、
ご
自
身
の
保
険
料
に
加
え
、
そ

の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
証
明
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①�

令
和
５
年
１
月
１
日
～
令
和
５
年
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
➡
10
月
下
旬
か

ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
順
次
発
送

②�

令
和
５
年
10
月
１
日
～
令
和
５
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
（
①
の
対
象
者

を
除
く
）
➡
令
和
６
年
２
月
上
旬

■
『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』
が
始
ま
り

ま
す
！

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15
日
か

ら
31
日
ま
で
、
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
住
民
の
皆
様
の
防
火

に
関
す
る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
て
頂

く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

止
し
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
も
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
の

使
用
に
伴
い
、
火
災
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
特
に
暖
房
の
使
い
始
め
の

際
は
、
点
検
や
清
掃
を
行
う
な
ど
、
火

災
を
発
生
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
広
報
車
と
消
防
車

に
よ
る
広
報
活
動
や
防
火
査
察
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
住
民
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
を
消
し
て
　
不
安
を
消
し
て
　

　
つ
な
ぐ
未
来
」

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

�

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
３
つ
の
習
慣
」

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

「
４
つ
の
対
策
」

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

不
明
な
点
が
あ
る
方
は

　

紋
別
地
区
消
防
組
合

　

消
防
署
西
興
部
支
署

電
話
（
０
１
５
８
）
８
７
―
２
５
３
７

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
狩
猟
期
間
中
に
お
け
る
道
有
林
へ
の

入
林
自
粛
に
つ
い
て

　

エ
ゾ
シ
カ
狩
猟
期
間
中
（
地
域
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
地
域

で
は
10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
）

は
、
多
く
の
狩
猟
者
が
道
有
林
へ
入
林

し
ま
す
。

　

狩
猟
に
伴
う
事
故
防
止
の
た
め
、
こ

の
期
間
の
狩
猟
目
的
以
外
で
の
入
林
は

お
控
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
等
被
害
を
低

減
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
水
産
林
務
部
森
林
環
境
局

　

道
有
林
課
道
有
林
管
理
係

�

担
当　

横
山
、
新
谷

〒
０
６
０
―
８
５
８
８

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

電
話
（
０
１
１
）
２
０
４
―
５
５
１
９

�

（
直
通
）

■
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
の
ご
案
内

・「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
と

は
、
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関

す
る
苦
情
を
、皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

苦
情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立

場
か
ら
審
査
す
る
制
度
で
す
。

・
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情

で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
立
て

が
で
き
ま
す
。

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ

ストーブ火災に注意！�　
・上に洗濯物を干さない
・給油するときは火を消す
・回りを整理整頓する
　寝るときは必ず火を消す!!

天ぷら油火災に注意！�　
・目をはなさい
・離れるときは火を消す
・過熱防止コンロを使う
　使用後は必ず火を消す!!

たばこ火災に注意！　　
・灰皿には水を張る
・吸い殻を溜めない
・ポイ捨てはしない
　寝たばこは絶対にやめる!!

電気火災に注意！　　
・ほこりを溜めない
・たこ足配線をしない
・丁寧に扱い束ねない
　使用しないときはコンセントを抜く!!
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【
厚
生
労
働
省
よ
り
】

【
国
土
交
通
省
よ
り
】

【
そ
の
他
】

・
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な

点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、

道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま

す
。

・
各
窓
口
で
は
、
申
請
書
様
式
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
申
請
書
様
式
の
ほ
か
申
立
方
法
等

の
詳
細
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

・
申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
の

保
護
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

※
電
話
や
匿
名
で
の
申
立
は
、
受
け
付

け
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
窓
口
】

○
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
―
８
５
８
８

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

電
話
（
０
１
１
）
２
０
４
―
５
５
２
３

�

（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
１
）
２
４
１
―
８
１
８
１

メ
ー
ル  �kujyou.koueki@

pref.
hokkaido.lg.jp

○
各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
総
務
課

　

北
海
道
の
苦
情
審
査
に
関
す
る

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

ss/dsc/kujyou-m
ousitate.htm

l

■
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
！ 

最
低
賃
金

北
海
道
最
低
賃
金

　

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
方
、
学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す

べ
て
の
人
）
及
び
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
最
低
賃
金
額　

時
間
額
９
６
０
円�

・
効
力
発
生
年
月
日　

�

　

令
和
５
年
10
月
１
日

○
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
及
び
時
間
外
等
割
増
賃

金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
い
場
合
は
、
最
低
賃
金
法
違
反
と

し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
特
定
の
産
業
（「
処
理
牛
乳
・
乳
飲

料
、
乳
製
品
、
糖
類
製
造
業
」、「
鉄

鋼
業
」、「
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
」、「
船
舶
製

造
・
修
理
業
、
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
製
造

業
」）
で
働
く
方
に
は
北
海
道
の
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
点
検
整
備
推
進
運
動
実
施
中
！

　

ク
ル
マ
の
点
検
は
日
々
劣
化
す
る

　

ク
ル
マ
の
維
持
に
必
要
な
こ
と
で
す

　

車
検
は
、
安
全
・
環
境
面
で
国
が
定

め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
一
定
の
期
間
ご
と
に
確
認
す
る
も
の

で
あ
り
、
次
の
検
査
ま
で
の
安
全
性
等

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

車
の
使
用
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
常
点
検
整
備
や
定
期
点
検
整
備

を
確
実
に
実
施
し
、
使
用
に
応
じ
た
適

切
な
保
守
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
北
海
道
運
輸
局
北
見
運
輸
支
局

電
話
（
０
１
５
７
）
２
４
―
７
６
３
３

■
お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融

公
庫
）
が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額　

�

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

▼
金　
　

利　

年
１
・
95
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
55
％

�

（
令
和
５
年
８
月
１
日
現
在
）

▼
返
済
期
間　

18
年
以
内

▼
Ｈ
Ｐ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

�

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は
（
０
３
）５
３
２
１
―
８
６
５
６

■
検
査
内
容
が
充
実
！ 

お
得
！

　
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」
と
そ
の

あ
と
の
ケ
ア

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
35
～
74
歳
の
被

保
険
者
（
ご
本
人
）
さ
ま
を
対
象
に

「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
年
度
内
１
回
に
限
り
、

健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
ま

す
が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
皆
さ
ま

の
健
診
費
用
の
ご
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

総
額
１
８
、
８
６
５
円
の
健
診
が
５
、

２
８
２
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

５
大
が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
検

査
項
目
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
協
会

け
ん
ぽ
の
お
得
で
充
実
し
た
内
容
の

「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」
を
ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
！

　

健
診
は
受
け
る
だ
け
で
終
わ
ら
せ

ず
、
そ
の
後
の
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
健
診
結
果
に
応
じ
て
、

健
康
サ
ポ
ー
ト
（
特
定
保
健
指
導
）
の

利
用
や
、
医
療
機
関
へ
早
期
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

・
お
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

北
海
道
支
部

０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
５
２
（
代
表
）

■
ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が

ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ

い
。

◎
相
談
専
用
電
話

　

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

　

�

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
―
７
７
１
―
２
０
８

◎
受
付　

月
曜
日
～
金
曜
日

※
祝
日
、
12
／
29
か
ら
１
／
３
を
除
く

◎
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
相
談
無
料
、
匿
名
可
、
秘
密
厳
守

　

公
益
財
団
法
人

　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５
―
０
０
１
２

　

東
京
都
港
区
芝
大
門
２
―
10
―
12

　

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル　

４
階

○
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生
労
働

省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実
施

す
る
も
の
で
す
。

点検整備のことが
わかります

➡



広報にしおこっぺ （8）

■
自
衛
官
及
び

 
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
案
内

「
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

�

（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）」

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望

　

任
期
制
の
採
用
で
、
３
か
月
の
教
育

後
に
２
等
陸
（
海
空
）
士
に
任
官
し
、

そ
の
後
約
９
か
月
で
１
等
陸
（
海
空
）

士
、
さ
ら
に
１
年
後
に
陸
（
海
空
）
士

長
に
昇
任
し
ま
す
。
任
期
満
了
時
に
所

定
の
退
職
金
を
受
け
取
り
、
自
衛
官
を

継
続
す
る
か
再
就
職
す
る
か
を
選
択
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

継
続
を
選
択
し
た
場
合
、
選
抜
試
験

に
合
格
し
昇
任
す
れ
ば
定
年
ま
で
自
衛

官
と
し
て
働
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
再

就
職
に
お
い
て
も
資
格
取
得
等
、
万
全

の
援
護
体
制
で
高
い
就
職
率
を
保
持
し

て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

�

年
間
を
通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
試
験
日

　

�

随
時
採
用
試
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

・
11
月
試
験
予
定

　
　

12
日
㈰
又
は
13
日
㈪

　

・
12
月
試
験
予
定

　
　

17
日
㈰
又
は
18
日
㈪

　

右
記
の
い
ず
れ
か
１
日

「
募
集
種
目　

高
等
工
科
学
校
生
徒
」

◇
資
格　

�

中
学
校
卒
業
（
見
込
含
）

　
　
　
　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

◇
将
来
の
展
望

　

未
来
の
陸
上
自
衛
官
と
し
て
の
活
躍

を
目
指
す
た
め
の
学
校
で
す
。
提
携
し

て
い
る
神
奈
川
県
立
横
浜
修
悠
館
高
等

学
校
（
通
信
制
）
に
入
学
し
、
生
徒
課

程
修
了
時
に
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
、
月
額

約
10
万
円
の
手
当
及
び
年
２
回
の
賞
与

が
支
給
さ
れ
、
宿
舎
、
食
事
、
被
服
等

は
支
給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

　

卒
業
後
は
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
ま

す
が
、
卒
業
時
に
幹
部
自
衛
官
を
養
成

す
る
防
衛
大
学
校
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養

成
す
る
航
空
学
生
等
の
受
験
が
可
能
で

す
。

◇ 

募
集
期
間　

令
和
５
年
10
月
１
日
㈰

～
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

◇
試
験
日　

　

一�

次
試
験　

令
和
６
年
１
月
13
日
㈯

又
は
14
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

　

二�

次
試
験　

令
和
６
年
１
月
27
日
㈯

又
は
28
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

♦
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

紋
別
地
域
事
務
所

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
―
２
６
９
６

�

募
集
担
当　

辻
山

【
募
集
】

　8月 23 日、西興部村と生活協同組合コープさっぽろは「西興部村における高齢者等の地域
見守り活動に関する協定」を結びました。
　この協定は、全道で 175 市町村が締結しているもので、毎週決まった曜日、時間に各家庭を
訪問するコープさっぽろの配達員が、高齢者等の異変に気付いたときに村へ連絡、通報すると
いうもので、孤立死などの重大事故の未然防止・早期発見が期待されます。
　今後も村民の皆様が住み慣れた地域で安心して暮らせる村づくりに取り組んでまいります。

コープさっぽろと「高齢者見守り協定」締結コープさっぽろと「高齢者見守り協定」締結



広報にしおこっぺ（9）

ホテル森夢の令和 4年度の決算状況をお知らせします。
ホテル森夢は、村の出資率 100％の第三セクターによる運営で、地域の皆様に愛され、親しまれるホテルづくりを

目指しております。
令和 4年度決算におきましては、新型コロナウイルス感染症が減少傾向になったことで、人の動きが徐々に戻り宿

泊やレストラン利用が伸び、売り上げが前年対比約 18％増となりました。
しかし、昨今の社会情勢による物価高騰や、燃料費・電気料の度重なる値上げによる負担が大きく、村からの運営

補助金は 4,900 万円と前年度より 1,200 万円増加したところであります。
このような大変厳しい経営環境ではありますが、これからも売上げの回復と経費削減に努めてまいります。
ホテル森夢は村の活性化にとって重要な施設でありますので、今後とも村民皆様の運営に対するご理解と、なお一

層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

自治体の財政破綻を未然に防ぐため「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成 21 年 4 月から全面施
行され、地方公共団体は毎年度の決算に基づき、財政の健全度合を指標化し、監査委員による審査及び議会への
報告を経て、公表することが義務づけられています。
令和 4年度決算に基づき各指標を算出した結果、下表のとおり危険ラインを示す早期健全化基準をクリアして

います。
  ▼健全化判断比率 令和４年度数値 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 −（注 1） 15.00％ 20.00％
連 結 実 質 赤 字 比 率 −（注 1） 20.00％ 30.00％
実 質 公 債 費 比 率 8.1％ 25.00％ 35.00％
将 来 負 担 比 率 −（注 1） 350.00％

注 1） 数値欄の「―」のうち、実質赤字比率および連結実質赤字比率は一般会計および各特別会計の決算が黒字であることから
比率が発生せず、また将来負担比率についても、将来負担していくことが確定している債務や負担に対し、これを上回る
収入見込と貯金（基金）があることから比率が発生しないことを表しています。

  ▼資金不足比率 令和４年度数値 経営健全化基準
簡易水道事業特別会計 −（注 2）

20.00％
下水道事業特別会計　 −（注 2）

注 2）数値欄「―」は、資金不足額が発生していないことを表しています。

［言葉の説明］〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
・実質赤字比率：地方公共団体の一般会計の赤字の程度を指標化。財政運営の深刻度を示すもの。数値が大きいほど深刻。
・連結実質赤字比率：�一般会計や公営企業会計などすべての会計を合算し、赤字の程度を指標化。地方公共団体の財政運営の深刻度を示す

もの。数値が大きいほど深刻。
・実質公債費比率：�借入金（地方債）の返済額・これに準じる経費の大きさを指標化。資金繰りの危険度を示すもの。数値が大きいほど

危険な状態。
・将来負担比率：�一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担など、現時点での債務等の程度を指標化。将

来の財政を圧迫する可能性を示すもの。数値が大きいほど将来の財政を圧迫する可能性が高い。
・資金不足比率：�公営企業会計などの資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化。経営状況の深刻度を示すもの。数値が大きいほど深刻。

ホテル森夢 令和４年度決算の概要 

■株式会社 森夢 第 29 期（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）決算報告書より
【収入】 単位：千円

科　　目 金額 内　　　　容
営 業 売 上 86,195 客室、売店、入浴料、レストラン、スナック、道の駅　等の売上
営 業 外 収 入 58,357 村運営補助金、公民館維持管理受託料、手数料　等

うち村運営補助金 49,000
収入計 （A） 144,552

【支出】 単位：千円
科　　目 金額 内　　　　容

営 業 費 用 34,420 客室、売店、入浴、レストラン食材、スナック、道の駅　等の仕入
管 理 費 110,730 職員人件費、業務費（通信料・宣伝費他）、施設費（燃料・電気料・水道料他）　等

支出計 （B） 145,150

【利益（令和４年度剰余金）】 【累積利益（損失）】
　収入 （A） －支出 （B） ＝ ▲ 598 千円　 　▲ 9,229 千円　

令和４年度決算も“早期健全化基準”をクリアしています

村の財政の健全度を示す“早期健全化基準„とは･･･
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令和4年度に実施した
新型コロナウイルス感染症対策事業

国では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止とともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や住民
生活を支援するため、地方公共団体が地域の実状に応じて、きめ細やかに必要な事業を実施できるよう、令和 2、
3年度に引き続き「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を都道府県及び市区町村に交付しま
した。
本村においては、国の感染症対策の基本的対処方針や経済対策などに基づき、村民の皆様の安全・安心を確

保するため、各種感染対策をはじめ、生活支援や地域経済対策、福祉施設への支援など、様々な事業を実施し
ましたので、令和 4年度に交付金を活用して実施した事業をお知らせします。

事 業 名 内　　　　容 事業費（円）
自 宅 療 養 者
食 料 等 支 援 事 業

自宅療養が必要な方で、食料支援を必要とする方に、食料 5日分を提供し
ました。 141,252

公費ＰＣＲ検査事業 感染拡大防止のため、濃厚接触の疑いのある方などに対し、ＰＣＲ検査費
用を全額負担しました。 1,036,000

自 費 Ｐ Ｃ Ｒ 等
検 査 助 成 事 業

コロナ感染の早期発見や不安解消のため、自主的にＰＣＲ検査を行う費用
の一部を助成しました。 980,000

村ＣＡＴＶ生中継用
設 備 整 備 事 業

ＣＡＴＶに生中継装置を導入し、学校行事などを行う際、自宅で視聴でき
るように整備しました。 2,970,000

イ ベ ン ト 再 開
備 品 購 入 事 業

イベント開催の再開に当たり、感染症対策として、新たにテーブル・イス
を購入しました。 2,197,800

イ ベ ン ト 用 音 響
設 備 整 備 事 業 感染症対策として、講演会や会議用マイクの基数を増設しました。 253,000

感染拡大防止対策事業 感染症対策備蓄品（抗原検査キット、ビニールエプロン等）を購入しました。 503,250

特別養護老人ホーム
感染対策支援事業補助金

特別養護老人ホームの感染防止対策として、必要な備品等の整備費を補助
しました。 5,645,820

ケアハウス感染対策
支 援 事 業 補 助 金 ケアハウスの感染防止対策として、必要な備品等の整備費を補助しました。 1,793,000

障がい者支援施設感染
対策支援事業補助金

障がい者支援施設の感染防止対策として、必要な備品等の整備費を補助し
ました。 5,417,400

子 ど も・ 子 育 て
支 援 事 業

感染症対策として、児童福祉施設に必要な備品等を整備するとともに、子
育て支援として、母子健康手帳アプリを導入しました。 7,474,000

厚生診療所非接触型
蛇 口 改 修 事 業 感染症対策として、診療所の水道の蛇口を非接触型に改修しました。 765,600

■令和4年度に交付を受けた
　「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」・・・・・・57,490,000 円

■令和 4年度に交付金を活用して実施した事業

感 染症対策を徹底する
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事 業 名 内　　　　容 事業費（円）

医 療 提 供 体 制
設 備 整 備 事 業

よりスムーズで安心な医療が受けられるよう、診療所にオンライン資格認
証システムを導入しました。 382,800

道 の 駅「 花 夢 」
換 気 対 策 事 業 道の駅における感染症対策として、空調設備を新たに整備しました。 1,980,000

学校保健特別対策事業 小中学校の児童生徒感染予防対策として、必要な備品を購入しました。 2,835,910

【財源内訳】　　臨時交付金� ・・・・・・・・・・・・57,490,000 円

　　　　　　　その他国・道補助金�・・・・・・・・・8,750,000 円

　　　　　　　一般財源� ・・・・・・・・・・・・・66,851,138 円

総

事 業 名 内　　　　容 事業費（円）
マイナンバーカード
取 得 促 進 事 業

マイナンバーカードの取得促進及び物価高騰に対する生活者支援として、
5千円分の地域商品券を交付しました。（交付実績：820 件） 3,936,000

高 齢 者 世 帯 等
生 活 支 援 事 業

原油価格や物価高騰の影響が大きい低所得世帯に対し、1世帯 1万 2 千円
分の商品券を給付しました。（北海道事業） 2,442,240

地域振興券交付事業 食料品価格等の物価高騰などの影響を受けている村民に対して 1名 2万円
分の地域振興券を交付しました。 21,684,961

プ レ ミ ア ム
商 品 券 発 行 事 業

コロナの影響により村内事業所の売上が減少していることから、消費喚起
対策として、3万円分を 1万 5千円で購入できるプレミアム商品券を発行
しました。（販売実績：5,336 セット）

14,324,311

村 民の生活を守る

事 業 名 内　　　　容 事業費（円）
福 祉 会 物 価 高 騰
対 策 事 業

物価高騰により負担が増加している福祉会施設に対し、電気代及び燃料費
高騰の差額を支援しました。 2,439,000

厚 生 診 療 所
運 営 支 援 事 業

ワクチン接種や福祉施設におけるクラスター対応等で通常診療を短縮・休
診などを行った診療所への運営補助を行いました。 3,000,000

配合飼料価格高騰対策
等緊急特別支援事業

配合飼料の急騰等により経営が圧迫されている酪農業者に対する配合飼料
購入費等の一部を支援しました。（対象：15 戸） 32,002,000

牛乳消費拡大促進事業 燃料や飼料価格高騰に苦しむ酪農業者に対する側面支援及び牛乳消費の拡
大のため、村民に 1世帯３千円分の牛乳券を配付しました。 1,880,694

燃 料 費高騰事業者
等 支 援 事 業

コロナの影響を受け、さらに燃料高騰に伴う負担が増加している事業者に
対し、燃料高騰の差額を支援しました。（対象：22 事業所） 10,526,100

持 続 化 応 援 事 業 コロナや原材料等の価格高騰の影響により売上が減少している事業者を応
援するため給付金を支給しました。（対象：7事業者） 1,480,000

ホ テ ル森夢燃料費
等 高 騰 対 策 事 業

燃料高騰により負担が増加している宿泊事業者に対し、燃料費の一部を支
援しました。 5,000,000

村 の産業と事業者を支える

事業費・・・・・・・・・・・・・・・133,091,138 円
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■主な建設事業等（上位10事業）� （単位：千円）

事　　 業　　 名 金　 額
バイオガスプラント地産地消事業 415,709
森 林 公 園 改 修 整 備 事 業 101,321
道 営 土 地 改 良 事 業
「 西 興 部 地 区 」 負 担 金 44,368

橋 梁 長 寿 命 化 事 業 38,137
西 興 部 ３ 丁 目 道 路 改 良 工 事 16,776
活 性 化 セ ン ターリム改修工事 16,191
オ ホ ー ツ ク 楽 器 工 業 Ｎ Ｃ
ル ー タ 導 入 補 助 金 12,952

村 道 排 水 路 整 備 工 事 11,572
合 葬 墓 建 設 工 事 10,175
道 営 草 地 整 備 事 業
「 西 興 部 地 区 」 負 担 金 8,969

決
算

令和4年度の西興部村一般会計及び5�つの特別会計の決算が、9�月に開催された定例村議会で認定されました。
一般会計の歳出においては、令和3年度実施の越中団体道路横断函渠工事や西興部10線道路舗装改良工事が減

となっていますが、継続事業として橋梁長寿命化補修工事や道営土地改良事業、新規事業として森林公園改修整備事
業やバイオガスプラント地産地消事業を実施し、前年度決算比8億 448万円増となりました。また、歳入と歳出の
差引きによる剰余金4,478万円は、翌年度へ繰り越して実施する事業の財源を含め、令和５年度会計に繰り越され
ます。
5つの特別会計では、法律などにより負担するものや借金の返済等で不足する財源を補てんするため、総額1�億

1,452�万円（前年度対比2.1％増）を一般会計から繰り入れ歳入歳出のバランスを図っています。
会計別の決算状況は下表のとおりとなっています。

各会計の決算が議会で認定されました 令和4年度

歳入総額36億3,541万円　

歳出総額35億8,084万円　

差引総額 5,457万円　
【一般会計及び５つの特別会計を合わせた決算総額】

各会計別決算状況� （単位：千円）

会　計　名 収入済額 支出済額 差　引 一般会計
繰 入 金

一 般 会 計 3,169,185 3,124,409 44,776
国民健康保険事業 105,216 105,160 56 9,433
後期高齢者医療事業 19,659 19,659 0 8,511
介 護保険事業 121,862 113,501 8,361 18,559
簡 易水道事業 121,337 120,538 799 37,136
下 水 道 事 業 98,154 97,569 585 40,876

合　計 3,635,413 3,580,836 54,577 114,515

村税収入の内訳� （単位：千円）

科 　　目
金　　　　額 Ｒ４

構成比Ｒ４ Ｒ３ 増減
村民税（個人） 64,723 50,896 13,827 54.0
村民税（法人） 4,383 3,953 430 3.7
固 定 資 産 税 40,725 41,986 △ 1,261 33.9
村 た ば こ 税 7,226 6,594 632 6.0
軽 自 動 車 税 2,907 2,870 37 2.4

合　計 119,964 106,299 13,665 100.0

決算

R4年度改修後の「西興部森林公園」と「西興部３丁目道路」R4年度改修後の「西興部森林公園」と「西興部３丁目道路」
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村債残高（令和４年度末）
� （単位：千円）

目　　的　　別
過 疎 債 2,714,394
総 務 債 84,883
民 生 債 0
衛 生 債 240
農 林 水 産 業 債 111,492
土 木 債 30,000
公 営 住 宅 債 451,659
教 育 債 64,442
災 害 復 旧 債 0
臨 時 財 政 対 策 債 198,359
緊 急 防 災・ 減 災 債 107,006
そ の 他 5,995
一 般 会 計 債 小 計 3,768,470
簡 易 水 道 会 計 債 375,082
下 水 道 会 計 債 270,305

計 4,413,857

借　入　先　別
政 府 資 金 3,671,740
地方公共団体金融機構 459,549
北 見 信 用 金 庫 55,886
備 荒 資 金 組 合 226,682

計 4,413,857
（参考）令和３年度末現在 4,453,293
増 減 額（R4 −R3） ▲39,436

基金・積立金現在高
（令和４年度末）� （単位：千円）

財 政 調 整 基 金 670,905

減 債 基 金 475,941

特
定
目
的
基
金

公共施設整備 639,687

社会福祉事業 241,074
ふ る さ と
振 興 事 業 116,134
名 寄 線 代 替
輸 送 確 保 301,060
義 務 教 育
施 設 整 備 230,298

木 夢 基 金 369

酪 農 振 興 22
ふ る さ と
応 援 基 金 35,081
バ イ オ ガ ス
プラント事業 90,254
森 林 環 境
譲 与 税 基 金 13,814

基　金　合　計 2,814,639

備荒資金組合積立金 3,695,848

国保財政調整基金 36,444

介護財政調整基金 10,000

総　　合　　計 6,556,931

（参考）令和３年度末現在 6,584,419

増減額（R４−R３） ▲27,488

【一般会計の決算状況】

R４年度
決算

百万円

百万円

R３年度
決算

R４年度
決算

（単位：百万円）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400 1,500 1,600 1,700 1,800 1,900 2,000 2,100 2,200 2,300 2,400 2,500 2,600 2,700 2,800 2,900 3,000 3,100 3,200
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依存財源　80.3% 自主財源　19.7%

依存財源　79.8% 自主財源　20.2%

歳出（性質別）の状況

歳入の状況

399 472 77 209 462 341 132 105 123

義務的経費　40.9% 投資的経費
 9.0% その他の経費　50.1%

義務的経費　33.6% 投資的経費　25.1% その他の経費　41.3%

R３歳入総額　23億9,035万円
R４歳入総額　31億6,919万円

R３歳出総額　23億1,993万円
R４歳出総額　31億2,441万円

地方交付税
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461

道支出金
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国庫
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その他
191
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141
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80
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村債（借金）残高及び
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1,386
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③その他手当の状況（令和４年度）

区　分 支給実績 支給対象
職員数

1人当たりの
平均支給額

扶 養 手 当 3,598,818円 18人 199,934円
管 理 職 手 当 3,348,180円 7人 478,311円
住 居 手 当 3,493,500円 18人 194,083円
特 殊 勤 務 手 当 927,000円 22人 42,136円
通 勤 手 当 0円 0人 0円
児 童 手 当 1,740,000円 9人 193,333円
寒 冷 地 手 当 3,983,895円 42人 94,855円
時 間 外 手 当 8,022,481円 37人 216,824円
宿 日 直 手 当 510,400円 33人 15,467円
管理職員特別勤務手当 0円 0人 0円

⑺特別職等の報酬等の状況（令和４年度）
区　分 給 料 ・ 報 酬 月 額 等

給
料
村 長
副村長
教育長

700,000円
575,000円
530,000円

報
酬

議 長
副議長
議会運営委員長
常任委員長
議 員

260,000円
209,000円
189,000円
189,000円
175,000円

期
末
手
当

村 長
副村長
教育長

（令和４年度支給割合）
4.4月分　加算割合：15％
4.4月分　加算割合：15％
4.4月分　加算割合：15％

議 長
副議長
議会運営委員長
常任委員長
議 員

（令和４年度支給割合）
4.4月分
4.4月分
4.4月分
4.4月分
4.4月分

退
職
手
当

村 長
副村長
教育長

（算定方式）	 （支給時期）
給料月額×在職年数×5.126月	 任期毎
給料月額×在職年数×3.234月	 任期毎（同職通算有）
給料月額×在職年数×2.838月	 任期毎（同職通算有）

⑻特別職等の寒冷地手当の状況（令和４年度）
区　分 支給実績
村長 131,900円
副村長 131,900円
教育長 131,900円

３職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴職員の勤務時間の状況（令和 5年 4月 1日）
１週間の
勤務時間

開始
時間

終了
時間

休息
時間 休憩時間

38時間45分 8時30分 17時15分 無 12時00分〜13時00分

⑵年次有給休暇の取得状況
（令和 4年 1月 1日〜令和 4年 12 月 31 日）

総付与日数 総取得
日数 対象職員数 平均取得

日数 消化率

1,561日 397日 41人 10.3日 25.4％

⑶育児休業の取得状況（令和４年度）
区　分 男性 女性 計

承 認 件 数 0件 0件 0件
期間延長の承認件数 0件 0件 0件

⑷介護休暇の取得状況（令和４年度）
区　分 男性 女性 計

承 認 件 数 0件 0件 0件

４職員の分限及び懲戒処分の状況
分限処分とは、心身の故障等により職務に支障が

ある場合などに休職等の処分を行うことです。
懲戒処分とは、地方公務員法等に違反した場合や

職務上の義務を違反した場合、職務を怠った場合、
全体の奉仕者たる公務員にふさわしくない行為を行
った場合に行われる減給や停職等の処分のことです。
令和４年度の分限処分：該当者なし
令和４年度の懲戒処分：戒告�1 名、減給 0名

５職員の服務の状況
地方公務員法第 38 条の規定に基づき、職員の営利

企業等への従事の許可を行っています。
⑴許可件数の状況（令和４年度）
営利を目的とする会社その他の団体の役員等を兼ねる場合 0件
自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0件
報酬を得て事業又は事務に従事する場合（統計調査等） 0件

６職員の研修及び勤務成績の評定の状況
⑴研修の状況（令和４年度）

研　修　名 対象者 修了者数
接遇応対研修 採用1年目の職員 3人
新規採用職員基礎研修 採用1年目の職員 1人
町村初級職員研修 採用2年目の職員 0人
町村中級職員研修 採用4年目の職員 2人
わかりやすい文書作成研修 採用1年目の職員 5人
新任管理者基礎研修・監督者研修 課長・係長 2人
専門研修
（人事評価・法令実務・業務改善手法）

課長・係長・
主査・主事 2人

職員研修会 全職員 47人

⑵勤務成績の評定の状況（令和４年度）
　職員の昇任、昇格、人事異動等を実施する際には、任
命権者が職員の有する能力及び適正、勤務実績等に基づ
き総合的に判断し、勤務成績の評定を行っています。
　また、管理職について、組織的、効率的な業務遂行の
一層の推進や組織の活性化のため、職員能力開発や人材
育成を図るための人事評価制度を導入しています。

７職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴健康管理事業の状況（令和４年度）

項　目 受診職員数
村が実施する住民健診及び人間ドック 42人

⑵互助会等への公費補助の状況（令和４年度）
団体名 金額 一人あたりの公費負担額

北海道市町村職員福祉協会 112,755円 2,349円

⑶その他福利厚生事業の状況（令和４年度）
事業内容 職員数

西興部村職員勤続表彰 0人
西興部村職員特別表彰 0人

「西興部村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、西興部村
職員の給与、勤務時間等の勤務条件、採用等の状況を公表します。
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１職員の任免及び職員数に関する状況
⑴新規採用者数
①令和 5年４月１日

区　分 試　験 選　考 合計男性 女性 計 男性 女性 計

職種 一般職 0人 0人 0人 3人 0人 3人 3人
医療職 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

②令和 4年４月１日

区　分 試　験 選　考 合計男性 女性 計 男性 女性 計

職種 一般職 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
医療職 0人 0人 0人 0人 2人 2人 2人

⑵再任用の状況（令和 5年 4月 1日現在）
再 任 用 職 員 数 2人

⑶退職者数（令和 4年度）
区　分 男性 女性 計

定 年 退 職 1人 0人 1人
勧 奨 退 職 0人 0人 0人
そ の 他 0人 2人 2人

⑷部門別職員数の状況（各年度 4月 1日現在）
部　門 令和4年度 令和5年度 増減数 主な増減理由

福祉関係を
除 く 一 般
職 政 部 門

議 会 1人 1人 0
総 務 14人 14人 0
税 務 2人 2人 0
農林水産 3人 3人 0
商 工 2人 2人 0
土 木 3人 3人 0
小 計 25人 25人 0

福祉関係部門
民 生 8人 8人 0 　
衛 生 7人 7人 0
小 計 15人 15人 0

一 般 行 政 部 門 計 40人 40人 0
特別行政部門 教 育 4人 4人 0

公営企業等
会 計 部 門

下 水 道 1人 1人 0
そ の 他 2人 2人 0
小 計 3人 3人 0

総合計 47人 47人 0

⑸職員の登用状況（令和 5年 4月 1日現在）
区分 課長等 主幹 係長 主任 主査 係 計
男性 7人 2人 13人 0人 5人 10人 37人
女性 0人 0人 0人 3人 3人 4人 10人
計 7人 2人 13人 3人 8人 14人 47人

２職員の給与の状況
⑴人件費の状況（令和４年度決算額）

人件費 364,731千円
※人件費とは、一般職及び特別職の給与、共済費、福祉協会負担金です。
⑵職員給与費の状況（令和４年度一般会計決算額）

職員数 職員給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

44人 156,175千円 25,624千円 58,185千円 239,985千円
※職員給与費とは、人件費のうち、一般職の職員に対して支給される
給料及び扶養手当、管理職手当、住居手当、通勤手当、寒冷地手当、
時間外勤務手当、期末・勤勉手当等の諸手当に要する経費であり退
職手当に要する経費は含んでいません。

※給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤
務））の給与費が含まれており、職員数には該当職員を含んでいない。

⑶職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
区　分 一般行政職 医療職

令和５年
１月１日現在

平均給料月額（円） 294,622 272,780
平均給与月額（円） 313,543 292,220
平 均 年 齢（歳） 42.8 32.4

令和４年
１月１日現在

平均給料月額（円） 288,087 286,333
平均給与月額（円） 297,961 299,667
平 均 年 齢（歳） 41.4 35.3

※平均給料月額とは、基本給の平均額です。
※平均給与月額とは、給料と毎月支給の手当（扶養手当、住居手当等）
の合計の平均額です。

⑷職員の初任給の状況（令和 5年 4月 1日現在）
区　分 一般行政職（円） 医療職（円）
高校卒 154,600 －
短大卒 167,100 204,900
大学卒 185,200 216,000

※国の制度と同じです。
⑸級別職員数の状況（令和 5年 4月 1日現在）
①一般行政職
区分 標準的な職務内容 一般行政職
１級 主事補・主事・技師補・技師 10人
２級 主事・技師 2人
３級 主事・技師・主査・主任・係長 10人
４級 主査・主任・係長 12人

５級 主幹・課長補佐・主任技師・事務局長・室
長・課長・教育委員会の次長 3人

６級 主任技師・事務局長・室長・課長・教育委
員会の次長 6人

②医療職
区分 標準的な職務内容 医療職
１級 准看護師 0人
２級 准看護師・主査准看護師・看護師・保健師 1人

３級 主査准看護師・看護師・保健師・主任看護
師・主任保健師 2人

４級 主任看護師・主任保健師・看護師長・保健
師長 1人

５級 看護師長・保健師長 0人

⑹職員手当の状況（令和 5年 4月 1日現在）
①期末・勤勉手当
一人当たりの平均支給額（令和４年度）1,353,149円
（令和４年度支給割合）
	 	 期末手当	 勤勉手当
	 	 6月期	 1.2月分	 0.95月分
	 12月期	 1.2月分	 1.05月分
	 計	 2.4月分	 2					月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算5〜15％

②退職手当
（支給率）
	 自己都合	 定　年
勤続20年	 19.6695月分	 24.586875月分
勤続25年	 28.0395月分	 33.27075月分
勤続30年	 34.7355月分	 40.80375月分
最高限度額	 47.7090月分	 47.709月分
その他の加算措置	 定年前早期退職特例措置
	 （２〜20％加算）

※支給率等は北海道市町村職員退職手当組合に基づいています。

西興部村人事行政の運営等の状況
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秋
こ
そ
睡
眠
の
見
直
し
を

夏
の
暑
さ
が
過
ぎ
去
り
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
夏
は
暑
さ
で
寝
苦
し
い
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
点
秋
は
、
環
境
の
変
化
が

少
な
く
、
心
身
共
に
大
き
な
負
担
が

少
な
い
た
め
、
睡
眠
習
慣
を
改
善
す

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
秋
の
夜
長
が
メ
ラ
ト
ニ
ン
の

　

分
泌
を
促
進

私
た
ち
が
夜
に
眠
く
な
り
、
朝
に

目
覚
め
る
の
は
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ

ズ
ム
と
い
う
体
内
時
計
に
基
づ
き
ま

す
。
日
光
を
浴
び
る
こ
と
で
体
内
時

計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
の
と
同
時

に
、
夜
眠
る
た
め
に
必
要
な
メ
ラ
ト

ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
日
照
時
間
が
短

く
な
る
秋
は
、
か
え
っ
て
眠
り
づ
ら

く
な
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
暗
い

環
境
に
お
い
て
分
泌
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
没
が
早
ま
る

秋
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
促
進
さ

れ
、
眠
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

●
さ
ら
に
眠
り
や
す
く
す
る

　

た
め
に
は

ス
ム
ー
ズ
に
眠
り
に
つ
く
に
は
心

穏
や
か
に
、
心
身
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
中
は
ま
だ
少
し
暑
い
け
れ
ど
、
朝

晩
は
涼
し
く
な
る
今
時
期
は
、
寒
暖

差
で
の
疲
労
や
自
律
神
経
の
乱
れ
が

起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
予
防
し
、
心
身
共
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
に
は
身
体
を
温
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
身
体
を
温
め
る
３
つ
の

　

生
活
習
慣

①
湯
船
に
浸
か
ろ
う

肩
ま
で
し
っ
か
り
浸
か
る
全
身
浴

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
最
大
限
に
高

ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
湯
温
は

38
～
40
度
の
ぬ
る
め
に
設
定
す
る
こ

と
で
副
交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
眠
り
へ
と

移
行
で
き
ま
す
。
就
寝
の
２
～
３
時

間
前
に
20
～
30
分
程
度
ゆ
っ
く
り
と

浸
か
り
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
よ
う

ス
ト
レ
ッ
チ
に
は
、
末
梢
の
血
行

を
良
く
し
て
体
温
を
上
昇
さ
せ
る
効

果
や
副
交
感
神
経
を
優
位
に
さ
せ
る

た
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
ま

す
。
呼
吸
を
止
め
ず
、
伸
ば
す
部
位

を
意
識
す
る
こ
と
や
痛
く
な
く
気
持

ち
良
い
程
度
に
伸
ば
す
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
手
足
が
ポ
カ
ポ
カ
し
て

く
る
ま
で
手
首
と
足
首
を
ゆ
っ
く
り

回
し
た
り
、
深
呼
吸
に
合
わ
せ
て
大

き
く
ゆ
っ
く
り
首
を
回
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

③
手
軽
に
運
動
し
よ
う

日
常
の
行
動
に
少
し
負
荷
を
掛
け

る
だ
け
で
も
手
軽
な
運
動
に
な
る
た

め
、
意
識
し
て
み
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
例
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は

な
く
階
段
を
使
う
よ
う
に
す
る
、
姿

勢
を
正
し
な
が
ら
洗
い
物
を
す
る
な

ど
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
新
し
い
運

動
習
慣
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
毎
日
眠
っ
て
休
息
を
取

り
、
明
日
へ
の
活
力
を
養
っ
て
い
ま

す
。
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
、
い
ろ
ん
な
秋
を
充
実
さ

せ
て
楽
し
む
た
め
に
、
こ
の
機
会
に

睡
眠
に
つ
い
て
意
識
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ�

保
健
福
祉
課
保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

　

今
年
の
北
海
道
の
夏
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
猛
暑
日
が
続
き
、
暑
さ
に
慣
れ

て
い
な
い
道
民
に
は
体
に
堪
え
る
日
々

で
し
た
ね
。

　

特
に
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
に
は
熱
中
症
対
策

な
ど
体
調
管
理
に
気
を

使
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

夏
の
里
住
夢
で
は
、
乳
児
で
も
安
心

し
て
遊
べ
る
よ
う
に
、
少
量
の
水
を
プ

ー
ル
に
た
め
て
、
水
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　

水
を
怖
が
る
こ
と
も
な
く
、
水
し
ぶ

き
を
立
て
て
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
お
母
さ
ん
方
も
「
気
持
ち
い
い

ね
」
と
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
泡
立
て
器
で
泡
を
作
り
、
じ
ょ
う

ろ
を
使
っ
て
泡
を
流
し
た
り
、
感
触
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
か
き
氷
を
作
っ
た
り
、
ス

イ
カ
割
り
を
し
て
み
ん
な
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
夢
に
行
き
、

か
ら
く
り
オ
ル
ガ
ン
も
見

て
来
ま
し
た
。
初
め
て
見

る
ご
家
族
も
い
て
、
オ
ル
ガ
ン
の
迫
力

に
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
乳
幼
児
期
の
い
ろ
い
ろ

な
経
験
が
、
五
感
を
通
し
て
成
長
の

『
土
台
』
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

親
子
で
今
の
時
期
し
か
で
き
な
い
経

験
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　

さ
て
、
朝
晩
涼
し
く
な
り
秋
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

遊
び
の
広
場
で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
製

作
や
秋
の
製
作
、
お
散
歩
等
を
、
ほ
っ

と
広
場
や
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
、
助
産
師
相

談
で
は
、
お
母
さ
ん
方
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
お
茶
会
や
産
前
産
後
の
ケ
ア
、
ま

た
、
お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
、
専
門
の
講
師
が
み
な
さ
ん
の

相
談
等
に
寄
り
添
う
内
容
で
行
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
、
こ
れ
か
ら
出
産
を
控

え
て
い
る
方
、
お
孫
さ
ん
の
い
る
方
、

お
父
さ
ん
方
も
是
非
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

但
し
土
・
日
・

　
　

年
末
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

 

（
10
月
～
４
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
―
２
１
１
４
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令和 5年 8月 16 日は私たちが西興部に来てからちょうど
1周年でした。昨年、私たちは多くのことを経験しました。
西興部ＡＬＴの勤務を志願した時や、採用が決まってからの
頃を振り返ると、不安な気持ちがたくさんありました。異国
に住み、異なる言語を話し、ＡＬＴとして最高の仕事ができ
るかどうか、私にはわかりませんでした。私は今までアラス
カ州ジュノーで教師をしていましたが、生徒に英語を教える
ことができるかについて、自分のスキルを完全には信頼して
いませんでした。
6月から 8月までの 3か月間、クリステンと私は両方とも

日本の運転免許試験の勉強をし、無事に合格しました。これ
までのALTの経験談や私が聞いた話によると、外国人にと
って日本の運転免許試験に合格することはかなりの偉業で
す。しかし、北見の運転指導員のサポートもあり、二人とも
初挑戦で合格することができました！ 私たちは二人ともア
メリカで 20 年間運転していますが、安全な運転者であり続
けるための新しい知識と技術を学ぶことができました。
私たちは学校夏休み中に初めての道外旅行に行きました。

7月に私たちは小樽まで車で行き、途中道の駅にいくつか立
ち寄り、舞鶴行きの長距離フェリーに乗りました。フェリー
での移動には片道 20 時間以上かかりましたが、高価な飛行
機や電車の代わりに車で京都や大阪に行くことができまし
た。各都市に到着したら、その場所のホテルに駐車し、公共
交通機関を利用し移動をしました。その際、過去に札幌に旅
行をし電車や地下鉄に乗った経験が役に立ちました。また、
日本のスタッフは私たちに対してとても丁寧に対応してく
れました。アメリカの公共交通機関が、日本での経験と同じ
ように、他の言語を話す人に対してフレンドリーであること
を願うばかりです。
京都滞在中に寺町市場と錦市場を訪れました。サムライ

と忍者の博物館のツアーもありました。アイザックは封建時
代の日本の社会階級構造について学ぶのが特に楽しかったで
す。プラスチック手裏剣投げ大会も行いました。道中ポケモ
ンセンターにも行きましたがここも京都と大阪での旅行計画
の重要な目的地でした。伏見稲荷大社への参拝も優先してい
まいしたが、すべての門をくぐるわけにはいきませんでした。
暑さと湿気は私たちには耐えられないほどだったのです。竹
林では気温もなんとかなりましたが、想定よりも観光に時間
がかかり嵐山公園で猿を見ることができませんでした。

それから私たちは大阪で数日間過ごしました。私たちの道
外旅行のほとんどをユニバーサル・スタジオ・ジャパンで
過ごしました。私たちはハリー・ポッターのウィザーディン
グ・ワールドに最も興奮しました。エマリン、アイザック、
そして私は全員、このシリーズの本を読み、映画もたくさん
見ました。子どもたちは、自分の魔法使いの杖を使ってこの
世界とインタラクティブな展示を楽しみました。クリステン
はＵＳＪ内のミニオンパークをとても楽しみました。ある年
のハロウィーンでは、私たち家族はガー（クリス）とミニオ
ンズ（クリステン、アイザック、エマリン）の仮装をしま
した。一緒にトリック・オア・トリートを楽しみましたが、
キャラクターに合わせて坊主にしていたので頭は寒かった
です（笑）
フェリーで小樽に戻った後、私たちはキャンプ旅行とエマ

リンが参加する教会主催のキャンプイベントのために日高
へ車で行きました。私たちは皆、特に混雑した大阪や京都で
時間を過ごした後、日高近くの川や静かな屋外での遊びを楽
しみました。私たちが関西地方で過ごした時間は、ここ北海
道（特に西興部村）の蒸し暑い気候への慣れとして感覚を整
えてくれました。最近は気温も下がり、雨も降るので楽しみ
です。ジュノーの典型的な天気を思い出させます。
今年アメリカへ海外体験学習をすることができた西興部

中学校の生徒たちに同行した教育委員会の長屋さんとは、旅
行中ずっと連絡を取り合っていました。アイザックとエマリ
ンにとって、生徒たちが私たちの好きな場所をたくさん訪
れ、私たちの好きな食べ物を食べていることを想像したり、
状況を共有していただくのは楽しかったです。このような文
化体験のためにクラス全員が一緒に旅行することは珍しい
ことだと思います。西興部村がジュノーとの関係を優先して
取り組んでくれたことに感謝しています。アメリカに戻った
ら、訪問する学生をホストファミリーとして受け入れできる
ことを楽しみにしています。もしかしたら、将来他のジュノ
ーの学生や家族に西興部村を訪れるようＰＲができるかも
知れません。
私たちはこれからの秋や来年を楽しみにしながら、西興部

村でさせていただいた経験と村民のみなさんのご厚意に感
謝し続けます。現時点では大きな旅行の予定はありません
が、道の駅スタンプラリーは継続中です。アメリカの出発前
までに北海道の果てを訪れて、もう少し時間をかけてランニ
ングしてもいいかもしれません。
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人のうごき
（９月 30 日現在）

〔６月 30 日対比〕

人　　口� １，００２人�（−�3人）
　 男 � ５１９人�（−�4人）
　 女 � ４８３人�（＋�1人）
世 帯 数� ６５０戸�（−�1戸）

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

このたび、つぎの方からご寄附をいただきました。
紙上をもってお知らせするとともに、心から厚くお礼申し上げます。

▶︎ふるさと振興事業へ
　熊谷かね江�さん� 30 万円（ふるさと振興のため）　

　大野由利子�さん� 30 万円（ふるさと振興のため）　

　洞平　勝男�さん� 3 万円（ふるさと振興のため）　

ご寄附のお礼

多
年
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
の
発

展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
ご

長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
の

日
に
４
年
ぶ
り
と
な
る
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
対
象
者
で
、
村
か
ら
敬

老
祝
い
金
を
お
渡
し
し
た
喜
寿
・
米

寿
等
の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

◇
喜
寿
（
77
歳
）
祝
い
金
対
象
者

�

（
敬
老
会
贈
呈
）

　

大
澤　

靜
雄
さ
ん
・
片
山　
　

治
さ
ん

　

我
妻　

朝
男
さ
ん
・
齋
籘
憂
貴
子
さ
ん

　

髙
橋　

茂
子
さ
ん
・
山
田　

憲
子
さ
ん

　

江
川　

晴
次
さ
ん
・
髙
井　

篤
志
さ
ん

　

平
田　

昭
子
さ
ん

◇
85
歳
記
念
品
対
象
者
（
敬
老
会
贈
呈
）

　

伊
藤　

富
子
さ
ん
・
大
澤　

安
葊
さ
ん

　

平
野　

昌
子
さ
ん
・
武
田
千
枝
子
さ
ん

　

谷
口
八
重
子
さ
ん
・
牧
野　

穎
治
さ
ん

　

鎌
田　

輝
雄
さ
ん
・
堀
田　

保
夫
さ
ん

　

笛
田　

俊
幸
さ
ん
・
佐
々
木
キ
ク
ヱ
さ
ん

◇
米
寿
（
88
歳
）
祝
い
金

　
（
令
和
５
年
４
月
～
９
月
末
日
・

�

各
戸
贈
呈
）

　

叶　
　

靜
江
さ
ん
・
猪
瀬　
　

愛
さ
ん

　

夏
目　

キ
ミ
さ
ん
・
石
田
ス
ヱ
子
さ
ん

　

遊
佐
智
惠
子
さ
ん
・
鎌
田　

稲
子
さ
ん

　
◇
夫
婦
１
８
０
歳
記
念
品
対
象
者

�

（
敬
老
会
贈
呈
）

　

夏
目　

一
郎
さ
ん
、
夏
目　

キ
ミ
さ
ん

石田スヱ子さん石田スヱ子さん

夏目　キミさん夏目　キミさん

叶　　靜江さん叶　　靜江さん

猪瀬　　愛さん猪瀬　　愛さん

遊佐智惠子さん遊佐智惠子さん

米寿（88歳）を迎えられた皆様米寿（88歳）を迎えられた皆様

鎌田　稲子さん鎌田　稲子さん


